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 試料水は、夏季（2020年 9月 9日）および冬季（2020年 11月 12日）に琵琶湖北湖の第一湖盆沖合


















 夏季の琵琶湖の表層水、中層水、深層水を用いた BOD モニタリング実験（28 日間）の結果を図 1
に示した。PCL なしの条件では、各層の試料水において BOD の値が全く変化しなかった。本条件で
は、密閉容器内の圧力変化を試料水中の酸素消費量に変換して 0～250 mgO2/L まで 1 mgO2/L 単位の
スケールで計測できる。また、同一試料における各センサーの器差誤差は 2 mgO2/Lを超えないことを


























グ実験前の PCL の有無による pH の違いはほ
とんど見られなかったが、28日後の実験終了時
のpH測定値 (± 1 σ) は、PCLありで5.67 ± 0.15、
PCL なしで 7.57 ± 0.33 であった。PCL なしで

















図 1. 夏季の 3深度における BOD モニタリング結果. 




TOC 値に大きな違いが見られなかったことから、深層水中の微生物の活動が直接的に PCL を溶存態
に分解していた可能性は低いと考えられる。 
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